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ものいわぬ子どもの危機と愛着：
震災、虐待、ＤＶ、性被害他、トラウマを生きぬく子どもからの警告
)子ども・専門講座９　
　


期　　日：２０１６年 ２月 ６日（土）～ ２月 ７日（日）
受講対象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他
定　　員：８０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受 講 料：１２,０００円（税込み）　 ※昼食は各自でお取り願います　
会　　場：エムワイ貸会議室　TDビル３階　  東京都新宿区高田馬場１丁目２９－９　
 (
※詳細地図は受講証に添付いたします
)JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」戸山口　徒歩２分　
東京メトロ東西線「高田馬場駅」５番出口　徒歩５分
主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団   　TEL:03-3986-7021
 (
今全国で、子どもたちは多様な危機にさらされています。貧困、被災、虐待、ＤＶ、性被害、いじめなど。その背景には、社会全体の子どもの発達への無知と無理解、そして親がのびやかに育児しにくい閉塞状況があります。子どもは辛い体験を脳に身体感覚記憶として刻み、やがて言葉で語ることがあります。近年脳科学研究は、DV、虐待や性被害にさらされた子どもの脳に癒されることのない傷が残り、精神障害のハイリスクになると警告しています。
子どもは子どもでいいと、かつての日本の大人は地域ぐるみで育児をしながら考えました。明治初期に東北を旅した旅行家イザベラ・バードも、極貧の中で礼儀正しく、子どもを最優先にかわいがる村人に驚きました。衣食住が満ち足りながら日本は今、競争主義、効率主義、商業主義が蔓延し、家族も地域も本来の養育機能を失っています。子どもを皆で育てる日本を取り戻さねばなりません。
本講座では国際的な視野で子どもの問題に取り組む専門家が講義し、さらに一堂に会して子どもの全人的発達と幸せを保障する社会造りを参加者と共に考えるパネルを行います。一日目の講師は、イントロの渡辺久子に続き、子どもの人権擁護の第一人者の弁護士の長谷川京子先生、政府と自治体による妊娠・出産・育児のきれめない支援政策を推進する社会学者の髙橋睦子先生、警察他多職種連携のもと重症トラウマの子どもを治療する臨床心理士の酒井道子先生です。２日目は、英国で学び、乳児観察や児童遊戯治療を指導する精神療法家の平井正三先生、岩手県で全人的な被災者支援を実践する児童精神科医の鈴木廣子先生、郡山震災後子どものケアプロジェクトを率いる小児科医の菊池信太郎先生です。子どもにかかわるすべての人にお薦めいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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	日程
	時　 間
	テーマ　および　講師（敬称略）

	２
月
６
日
（土）
	 9:30～10:45
	ものいわぬ子どもの危機と愛着
渡辺　久子（LIFE DEVELOPMENT CENTER渡辺醫院　副院長 児童精神科医）

	
	11:00～12:15
	ＤＶにさらされる子どもの魂の叫び
酒井　道子（慶應義塾大学病院小児科　臨床心理士）

	
	13:15～14:30
	子育て家族にやさしい社会：フィンランドのネウボラをもとに考える
髙橋　睦子（吉備国際大学大学院社会福祉学研究科長・教授）

	
	14:45～16:00
	DVと紛争家庭で生きる子どものリスクとレジリエンスへの司法からの理解
長谷川　京子（みのり法律事務所　弁護士）

	
	16:00～16:30
	質　疑　応　答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	２
月
７
日
（日）
	 9:30～10:00
	震災、虐待、ＤＶ、性被害他、トラウマを生きぬく子どもからの警告
渡辺　久子（　前　　　掲　）

	
	10:15～11:30
	被災者に寄り添う～岩手における支援活動より
鈴木　廣子（すずきひろこ臨床心理研究室　室長　児童精神科医）

	
	11:45～13:00
	乳児観察の育む関係性の視点と内省力
平井　正三（ＮＰO法人　子どもの心理療法支援会　理事長）

	
	14:00～15:15
	子どもたちの体の元気は生活習慣から
～福島で気付いた子どもたちの成育環境の重要性～
菊池　信太郎（菊池記念子ども保健医学研究所、菊池医院　院長）

	
	15:30～17:00
	パネルディスカッション：ものいわぬ子どもの危機と愛着：
震災、虐待、ＤＶ、性被害他、トラウマを生きぬく子どもからの警告　
パネリスト：出講講師（予定）／司　   会 ：渡辺　久子


 (
　
※講義テーマ、時間配分等変更になる場合がございます。予めご了承願います。
) (
　
【
プログラム
】
)
